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論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目：戦後日本における青少年のセクシュアリティをめぐる言説と管理  
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に着目して 
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【論文内容の要旨】

本論文では、占領期から 1960 年代前半における、映画規制と非行対策との連関した展
開を当時の資料に基づいて詳細に分析することによって、青少年のセクシュアリティをめ

ぐる言説と管理について考察する。すなわち、小説や映画、新聞、雑誌などのマスメディ

アを通じて説かれ構築された青少年のセクシュアリティをめぐる表象と言説とともに、非

行対策をめぐる青少年に関する法律と管理・規制の実践をめぐる動向の解明を試みている。

序章では、戦後のセクシュアリティに関する先行研究を検討して、表象や言説をめぐる

研究は出されているが、セクシュアリティにおいて最も焦点化された青少年の非行への着

目がなされていないことを指摘し、青少年のセクシュアリティをめぐる映画を中心とした

マスメディアでの表象・言説、それと連関した警察の非行対策での管理・統制の実践に関

する歴史的な展開を究明することを研究課題として設定する。

第一章では、1949 年の少年法施行前後の時期において、警察の補導での「不純異性交遊」
「桃色遊戯」に着目し、そこにジェンダーの偏りがみられ、当時の私娼の取締りとの関連

があることを明らかにする。第二章では、私娼の取締りと関連した「桃色遊戯」が 1950
年に公開された映画『乙女の性典』（松竹：1950 年公開）に流用され、原作小説を映画化
するプロセスのなかで、パンパンや中学生の妊娠という題材が消え、高校生の「桃色遊戯」

へと変化したことを明らかにしている。第三章では、占領期から 1955 年頃までの非行と
いう用語の運用・定着に着目して、警察の補導指針として 1950 年に出された「問題少年
補導要項」を取り上げ、警察関係者がアメリカの青少年を対象とした法律の影響を受け、

不良行為や犯罪の原因として映画と関連づけ、また国際的な非行に関する議論を背景に「非

行の防止」が主張されるプロセスを明らかにしている。

第四章では、映画における「性」の描写が映画悪影響論から社会問題化され、性典映画

に対する批判が広がり、また青少年犯罪と結び付てけられて語られるようになるプロセス

を分析し、そこには純潔規範に親和性が高い中央青少年問題協議会や地婦連（地域婦人団

体協議会）、母の会と青少年を対象とした政策とが絡み合っていたことを明らかにしている。



第五章では、太陽族の社会問題化を分析する。映画『太陽の季節』（日活：1956 年公開）
とその後続の太陽族映画は映画規制を引き起こし、新聞紙上で「桃色遊戯」をしたとする

被補導者も太陽族と呼ばれて、警察による非行対策の強化が世論として主張され、非行対

策のさらなる強化を引き起こしたことを明らかにする。第六章では、太陽族の社会問題化

が生じて以降の映画規制の動向と警察の非行対策の動向を分析し、文部省社会教育局の純

潔教育の推進によって、1960 年代前半に日活の純愛路線での「純愛コンビ」映画が青少年
の規範的なセクシュアリティの表象また商品となったことを考察する。終章では、これま

で述べてきた映画規制と非行対策とが連動して、青少年のセクシュアリティをめぐる表象

と言説、統制・管理の実践が展開してきたことをまとめて締め括っている。

【論文審査の結果の要旨】 

本論文では、これまでのセクシュアリティ研究ではマスメディアの表象・言説分析が主

流であったのに対して、マスメディアのセクシュアリティをめぐる表象と言説、警察・政

府による青少年の非行対策での法令や報告書における言説、また補導などの管理・統制の

実践での変遷とを連関させて、戦後のセクシュアリティ観の編成プロセスを研究したとこ

ろに大きな意義がある。以下、本論文で評価できる点を挙げてみよう。 

第一に、小説と映画の『乙女の性典』には、警視庁の『少年の補導』の「桃色遊戯」「不

純異性交遊」の記述に依拠し、警察官も登場させている点、また性教育者や優生主義者が

関わっている点を指摘するとともに、両者の相違に着目して、「桃色遊戯」の末に妊娠し補

導される女学生・女子高生へと焦点が変わっていったことを指摘し、それが 1950 年代後半

の状況に対応していることを明らかにしている。第二に、非行という用語の定着にいたる

展開プロセスの分析では、1940 年代末から 1950 年代にかけての警察や司法などに関連す

る多くの資料を用い、アメリでの非行対策の動向が伝えられて、非行少年の概念、素質よ

りも環境を重視するに犯罪原因論に影響を及ぼしていること、また非行の概念が拡大され

ていったことも明らかにし、それがまた警察の非行対策にも影響を与えて取り込まれてい

ったことを指摘しているところも新たな知見だと考える。第三に、1950 年代中盤にいたり、

太陽族・太陽族映画を契機として、「桃色遊戯」「不純異性交遊」、非行、補導といった、こ

れまで述べてきたことが収斂して現われてくる事態の関してかなり説得力をもって論述し

ている。非行概念の拡大・非行対策の強化によって、軽微な現場訓誡だけの被補導者を増

加させていった警察の実態を明らかにし、有害映画による「桃色遊戯」「不純異性交遊」、

また暴力の横行といったことを媒介にして、青少年のセクシュアリティをめぐる言説によ

って管理が推進されていった実態が多面的な領域から分析されているということができる。 

性典映画などの有害とされた映画に対する積極的・肯定的な評価はなかったか。60 年代

にはピンク映画・エロ映画と呼ばれた映倫の成人指定映画、そして 70 年代にいたるとロマ

ンポルノが大量に作成され、またワイセツ裁判も起こってくることになり、映画での性的

な表現の規制に対抗していっていたことと関連して、監督の意図や俳優の演技などの映画

表現の面から 50 年代末から 60 年代前半にかけての状況はどのように捉えることができる

かについても検討する必要がある。だが、こうした残された課題はもとより本論文の意義

を損なうものではなく、今後の研究を深化させていくうえでの課題と考えられるべきもの

である。よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものであると認定する。 


